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が行われ，具体的手術の費用や診療報酬の仕組み，医療圏人口などについて医療経済的視点から

の質問が相次ぎました。 

 

●カリフォルニア大学アーバイン校（アメリカ合衆国） 

６月 12 日，協定締結校であるカリフォルニア大学アーバイン校の川内紫真子博士が両校の交

流推進のために来訪し，本院を見学しました。 

 

海外からの病院見学希望は増加しており，こうした受入を通して学術交流や人材交流など協力

関係が発展する契機となればと考えています。 

 

 
ケルン大学見学の様子            救急車到着場所で説明を受ける様子  

 
病院入口のロボットスーツについて説明        ノッティンガム大学見学の様子 



カザフスタン経済大学との質疑応答の様子          医事課外来係からの説明 

 

 

 


